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マエストロが帯広入りし 

オケと合唱合わせて稽古 

 

 いよいよ本番まで約１か月。これまでは合唱とオーケストラがそれぞれ稽古を重ねてきましたが、

11 月 9 日（土）～10 日（日）、16 日（土）～17日（日）と柴田真郁マエストロによる合同練習が開か

れました。 
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第 2 幕「凱旋行進曲」 

で登場するアイーダ 

トランペット。 

この歌曲のために制作 

された楽器です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こちらはチンバッソという楽器。 

 金管楽器の低音を担う楽器ではチューバがおな 

 じみで、作曲家ワーグナーがよく使っていまし 

た。アイーダの作曲者ヴェルディは、実はワー 

グナーとライバル関係。チューバ嫌いとなり、 

代わってこのチンバッソを登場させています。 

 イタリアオペラには欠かせない楽器です。 
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時代背景を考えながら 

着々と進む衣装づくり 

 

 本番に向け、衣装づくりが始まっています。第 1 回の公演から衣装を担当している髙橋尚子さんと 

ご自身が主宰の洋裁サー 

クル「ケセラセラ」の会 

員や合唱団の有志が制作 

に加わり約 70 着を仕上 

げる予定です。 

  今回は舞台が古代エジ 

プトなので、使えるよう 

な既製品がなく、ほとん 

どの衣装を一から作って 

います。 

生地探しが大変で、イ 

メージに合うものがない 

場合は札幌へ出向いた 

り、ネットで探したり。 

予算も限られているの

で色々と工夫しています。本番直前まで出演者に合うよう調整も必要だとのことです。今回は身に着

けるアクセサリーはゴールドなど豪華なものが多く、王様やアムネリス（姫）などの衣装とともに見

どころのひとつだそうです。 

 「衣装がなければ幕が上がらないので、すごくプレ

ッシャーがある」と、髙橋さんは明るく笑いながらお

話してくださいましたが、責任の重さに向かっていく

決意がひしひしと伝わってきました。 
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お問合わせ；帯広市民文化ホール（℡0155-23-8111） 

【衣装担当】 

髙橋 尚子  金澤はるみ 

阿部真由子 

【小道具担当】 

 髙橋 陽子  山本 光子 
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